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－－調　査　要　領－－

調査時期　　2023年12月上旬～2024年1月中旬
調査方法　　所定の調査票によるアンケート方式
調査対象　　県内民間企業　406社
有効回答　　166社

※2023夏季調査より調査対象企業を、前回までの285社から406社に拡大。
前回調査以前とは母数が異なるため、比較には注意が必要。
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（％）2024年春の採用数増加（含む同数採用）理由　〈複数回答〉
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現 在 の 業 績 が 向 上
新 事 業 展 開、経 営 多 角 化
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2023年冬季ボーナス支給動向

冬季ボーナス伸び率の推移（前年同期比）

支給額1.8％増で3年連続のプラス

公益財団法人
徳島経済研究所

To k u s h i m a  E c o n o m i c  To p i c s

　県内民間企業の2023年冬季ボーナス支給に関するアンケート調査（全産業・企業単純平均、
有効回答150社、平均年齢44.3歳）によれば、平均ボーナス支給額は380,200円で、前年同期
の373,300円に比べ支給額＋6,900円、増減率＋1.8％（前年同調査＋19,500円、＋4.7％）と、昨
冬に比べて伸びは鈍化したものの3年連続でプラスとなった。
　ボーナス支給額の増減を企業割合（社数構成比）で見ると（次頁）、支給額が前年冬季より
増加した企業割合は54.0％と前年比9.6ポイント低下し、逆に減少した企業割合は26.0％と
前年比7.8ポイント上昇した。賃上げの影響でボーナスも増額する動きがあり全体として
は底堅く推移しているが、製造業の増減率が▲2.8%と3年振りにマイナスに転じるなど業
種や企業間で明暗が分かれた。
※2023年夏季調査より調査対象先を拡大。前回以前との比較には注意が必要。

2023年冬季ボーナス支給動向
採用動向（2023－2024）
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製造業・非製造業別支給動向
　製造業（有効回答40社、平均年齢43.1歳）の平均支給額は371,400円で、前年同期比▲10,800円（前

年同調査＋13,500円）、増減率▲2.8％（同＋3.3％）と3年振りにマイナスに転じた。また支給額増減

の企業割合では、増加先が45.0％と前年から25.6ポイント低下した一方、減少先が42.5％と前年か

ら24.9ポイント上昇した。業種別では金属製品製造業などが増加した反面、木材・木製品製造業な

どで減少がみられた。賃上げに伴う増額の動きがある一方、巣ごもり需要やウッドショックなどで

業績を伸ばした業種が支給額を減額するなど、企業間による二極化が鮮明となった。

　非製造業（有効回答110社、平均年齢44.8歳）の平均支給額は383,500円で、前年同期比＋13,400円（前

年同調査＋22,300円）、増減率＋3.6％（同＋5.4％）となった。支給額増減の企業割合では、増加先が

57.3％と前年から3.2ポイント低下したほか、減少先は20.0％と前年から1.6ポイント上昇した。業種

別では、建設業や運輸業、不動産業などで増加が目立った。
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大卒と高卒の採用意欲が高い
　2024年春の新卒採用人数〔計画〕を職種別でみると、技術系が392人と全体の71.9％を占め、事務
系は153人となった。2023年春の〔実績〕と比較した増減率は、技術系が＋22.9％、事務系が＋35.4％
となった。学歴別でみると大学院卒▲11.7％、大卒＋46.0％、高専及び専修学校を含む短大卒＋1.6％、
高卒＋43.2％と、大卒や高卒で採用意欲が高い。

採用を増やす企業は全体の34 .9％
　2024年春の新卒採用人数〔計画〕を、2023年春の〔実績〕から｢増やす｣と回答した企業は34.9％（前
年調査▲6.9ポイント）、｢同数採用｣は11.4％（同＋6.9ポイント）、｢減らす｣は12.0％（同▲7.4ポイント）、
｢前年と変わらず採用なし｣は41.6％（同＋7.3ポイント）であった。経済活動の持ち直しによる人手不
足感が続き、前年調査と同様に積極的な採用姿勢となっている。なお、採用人数を「増加・同数採用」
（有効回答74社・平均回答数2.7）、「減少・採用なし」（有効回答67社・平均回答数1.5）とした理由は
次頁の通りとなった。

【2024年春 職種・学歴別】新卒採用人数の増減率
（％）
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従業員規模別支給動向
　従業員規模別に見ると、30～99人、100人以上の階層において支給額が前年を上回っている。中でも、
30～99人の規模先は支給額増減率＋4.0%と、最も高い伸び率となった。一方、1～29人の規模先は
支給額増減率▲0.7%と、一部企業の大幅な減額を反映するかたちで3年振りに前年を下回った。
　次に、支給額増減の企業割合（構成比）を見ると、全ての階層で増加先が減少先を上回った。中で
も30～99人の規模先は増加先の構成比が6割以上と、高い水準を維持している。

業種別実績比は製造業＋14.3％、非製造業＋43.9％
　2024年春の新卒採用人数〔計画〕を業種別にみると、製造業が296人、非製造業が249人であった。
2023年春の〔実績〕に対する増減率は、製造業＋14.3％（＋37人）、非製造業＋43.9％（＋76人）となった。
　非製造業のうち、サービス業＋25.4％（＋16人）、卸・小売業＋16.9％（＋14人）、建設業＋225.0％
（＋36人）、運輸業＋250.0％（＋10人）などと、総じて堅調な建設業や人手不足感が強まる運輸業で
増加率が高い。

採用動向（2023 -2024）

2024年春　新卒採用計画は実績比＋26.2％
　2024年春の新卒採用人数は〔計画〕545人で、2023年春の〔計画〕524人から4.0％増加する。
　2023年春の〔実績〕432人に対する増減率は＋26.2％と3年連続でプラスとなった。



19.6

－－調　査　要　領－－

調査時期　　2023年12月上旬～2024年1月下旬
調査方法　　所定の調査票によるアンケート方式
調査対象　　県内民間企業　406社
有効回答　　150社
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ボーナス支給に際して重視した事項（複数回答）

現 在 の 会 社 の 業 績
昨 年 の 支 給 実 績
従 業 員 の 個 人 別 評 価
従業員のモチベーション高揚
今後の会社の業績見通し
社 会 的 水 準
人 材 の 確 保、流 出 防 止
物 価 水 準
同 業 他 社 の 水 準
景 気 動 向 と 見 通 し
社 内 の 部 門 別 業 績
組合の要求、労使間の協議
年 俸 制 の 導 入、移 行
新型コロナウイルス感染拡大の影響

【2023年春 業種・職種別】新卒採用人数の充足率
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ボーナス支給における重視事項
　ボーナス支給における重視事項（回答社数150社のうち有効回答143社、回答数522、平均回答数
3.5）を見ると、例年同様「現在の会社の業績」が78.4％（前年同調査87.4％）と最も高く、いわゆる業
績連動型の支給が広く浸透している。続いて「昨年の支給実績」47.3％（同4位、40.8％）、「従業員の
個人別評価」43.9%（同2位、51.5%）と、引き続き上位4事項に入った。4位の「従業員のモチベーショ
ン高揚」43.2％（同5位、37.9％）は、同項目の調査を開始した2004年以降、2023年夏季に続き冬季と
しては初めて上位4事項に入った。
　また、「物価水準」と回答した企業も14.2％（12.6％）と、調査開始以降、2年連続で最も高い水準
となった。物価上昇を背景に従業員に配慮する動きがあった一方、一部では仕入コストの上昇など
物価高の影響を鑑みて人件費を圧縮する動きも見てとれた。
　なお、「新型コロナウイルス感染拡大の影響」と回答した企業は、コロナ禍以降初めて0％となった。

※2023夏季調査より調査対象企業を、前回までの285社から406社に拡大。
前回調査以前とは母数が異なるため、比較には注意が必要。
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採用動向（2023 -2024）

2023年春　新卒採用の充足率は82.4％
　県内民間企業（有効回答166社）の採用動向に関するアンケート調査によると、2023年春の新卒採
用人数は〔計画〕524人に対し、〔実績〕432人で充足率が82.4％となった。業種別でみると、製造業は
充足率83.3％、非製造業は同81.2％となった。
　非製造業を業種別に前年調査の充足率と比較すると、サービス業（80.7％→82.9％）、卸・小売業
（80.3％→95.4％）などで改善し、建設業（72.1％→40.0％）や運輸業（86.7％→57.1％）で悪化した。職
種別では、技術系（生産部門、技術・開発部門等）の充足率83.7％に対して、事務系（事務部門、営業・
販売部門等）は同79.0％となった。

　2023年4月から2024年3月にかけての中途採用人数（計画を含む）は382人で、前年同期実績の374
人に対し＋8人（増減率＋2.1％）となる見込み。業種別でみると製造業が増減率▲9.6％、非製造が
同＋15.3％となり、職種別でみると管理職が同▲43.5％、技術系が同▲2.4％、事務系が同＋24.7％
となった。

中途採用は増加、事務系が＋24 .7％
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－－調　査　要　領－－

調査時期　　2023年12月上旬～2024年1月下旬
調査方法　　所定の調査票によるアンケート方式
調査対象　　県内民間企業　406社
有効回答　　150社
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同 業 他 社 の 水 準
景 気 動 向 と 見 通 し
社 内 の 部 門 別 業 績
組合の要求、労使間の協議
年 俸 制 の 導 入、移 行
新型コロナウイルス感染拡大の影響

【2023年春 業種・職種別】新卒採用人数の充足率
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ボーナス支給における重視事項
　ボーナス支給における重視事項（回答社数150社のうち有効回答143社、回答数522、平均回答数
3.5）を見ると、例年同様「現在の会社の業績」が78.4％（前年同調査87.4％）と最も高く、いわゆる業
績連動型の支給が広く浸透している。続いて「昨年の支給実績」47.3％（同4位、40.8％）、「従業員の
個人別評価」43.9%（同2位、51.5%）と、引き続き上位4事項に入った。4位の「従業員のモチベーショ
ン高揚」43.2％（同5位、37.9％）は、同項目の調査を開始した2004年以降、2023年夏季に続き冬季と
しては初めて上位4事項に入った。
　また、「物価水準」と回答した企業も14.2％（12.6％）と、調査開始以降、2年連続で最も高い水準
となった。物価上昇を背景に従業員に配慮する動きがあった一方、一部では仕入コストの上昇など
物価高の影響を鑑みて人件費を圧縮する動きも見てとれた。
　なお、「新型コロナウイルス感染拡大の影響」と回答した企業は、コロナ禍以降初めて0％となった。

※2023夏季調査より調査対象企業を、前回までの285社から406社に拡大。
前回調査以前とは母数が異なるため、比較には注意が必要。
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採用動向（2023 -2024）

2023年春　新卒採用の充足率は82.4％
　県内民間企業（有効回答166社）の採用動向に関するアンケート調査によると、2023年春の新卒採
用人数は〔計画〕524人に対し、〔実績〕432人で充足率が82.4％となった。業種別でみると、製造業は
充足率83.3％、非製造業は同81.2％となった。
　非製造業を業種別に前年調査の充足率と比較すると、サービス業（80.7％→82.9％）、卸・小売業
（80.3％→95.4％）などで改善し、建設業（72.1％→40.0％）や運輸業（86.7％→57.1％）で悪化した。職
種別では、技術系（生産部門、技術・開発部門等）の充足率83.7％に対して、事務系（事務部門、営業・
販売部門等）は同79.0％となった。

　2023年4月から2024年3月にかけての中途採用人数（計画を含む）は382人で、前年同期実績の374
人に対し＋8人（増減率＋2.1％）となる見込み。業種別でみると製造業が増減率▲9.6％、非製造が
同＋15.3％となり、職種別でみると管理職が同▲43.5％、技術系が同▲2.4％、事務系が同＋24.7％
となった。

中途採用は増加、事務系が＋24 .7％
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（注）各年とも【翌年春新卒採用人数（計画）÷当年春新卒採用人数（実績）╳100－100（％）】で算出。
　　 2024年：2024年春新卒採用人数（計画）÷2023年春新卒採用人数（実績）╳100－100（％）

【2024年春 業種別】新卒採用人数の増減率
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従業員規模別支給動向
　従業員規模別に見ると、30～99人、100人以上の階層において支給額が前年を上回っている。中でも、
30～99人の規模先は支給額増減率＋4.0%と、最も高い伸び率となった。一方、1～29人の規模先は
支給額増減率▲0.7%と、一部企業の大幅な減額を反映するかたちで3年振りに前年を下回った。
　次に、支給額増減の企業割合（構成比）を見ると、全ての階層で増加先が減少先を上回った。中で
も30～99人の規模先は増加先の構成比が6割以上と、高い水準を維持している。

業種別実績比は製造業＋14.3％、非製造業＋43.9％
　2024年春の新卒採用人数〔計画〕を業種別にみると、製造業が296人、非製造業が249人であった。
2023年春の〔実績〕に対する増減率は、製造業＋14.3％（＋37人）、非製造業＋43.9％（＋76人）となった。
　非製造業のうち、サービス業＋25.4％（＋16人）、卸・小売業＋16.9％（＋14人）、建設業＋225.0％
（＋36人）、運輸業＋250.0％（＋10人）などと、総じて堅調な建設業や人手不足感が強まる運輸業で
増加率が高い。

採用動向（2023 -2024）

2024年春　新卒採用計画は実績比＋26.2％
　2024年春の新卒採用人数は〔計画〕545人で、2023年春の〔計画〕524人から4.0％増加する。
　2023年春の〔実績〕432人に対する増減率は＋26.2％と3年連続でプラスとなった。
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製造業・非製造業別支給動向
　製造業（有効回答40社、平均年齢43.1歳）の平均支給額は371,400円で、前年同期比▲10,800円（前

年同調査＋13,500円）、増減率▲2.8％（同＋3.3％）と3年振りにマイナスに転じた。また支給額増減

の企業割合では、増加先が45.0％と前年から25.6ポイント低下した一方、減少先が42.5％と前年か

ら24.9ポイント上昇した。業種別では金属製品製造業などが増加した反面、木材・木製品製造業な

どで減少がみられた。賃上げに伴う増額の動きがある一方、巣ごもり需要やウッドショックなどで

業績を伸ばした業種が支給額を減額するなど、企業間による二極化が鮮明となった。

　非製造業（有効回答110社、平均年齢44.8歳）の平均支給額は383,500円で、前年同期比＋13,400円（前

年同調査＋22,300円）、増減率＋3.6％（同＋5.4％）となった。支給額増減の企業割合では、増加先が

57.3％と前年から3.2ポイント低下したほか、減少先は20.0％と前年から1.6ポイント上昇した。業種

別では、建設業や運輸業、不動産業などで増加が目立った。
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大卒と高卒の採用意欲が高い
　2024年春の新卒採用人数〔計画〕を職種別でみると、技術系が392人と全体の71.9％を占め、事務
系は153人となった。2023年春の〔実績〕と比較した増減率は、技術系が＋22.9％、事務系が＋35.4％
となった。学歴別でみると大学院卒▲11.7％、大卒＋46.0％、高専及び専修学校を含む短大卒＋1.6％、
高卒＋43.2％と、大卒や高卒で採用意欲が高い。

採用を増やす企業は全体の34 .9％
　2024年春の新卒採用人数〔計画〕を、2023年春の〔実績〕から｢増やす｣と回答した企業は34.9％（前
年調査▲6.9ポイント）、｢同数採用｣は11.4％（同＋6.9ポイント）、｢減らす｣は12.0％（同▲7.4ポイント）、
｢前年と変わらず採用なし｣は41.6％（同＋7.3ポイント）であった。経済活動の持ち直しによる人手不
足感が続き、前年調査と同様に積極的な採用姿勢となっている。なお、採用人数を「増加・同数採用」
（有効回答74社・平均回答数2.7）、「減少・採用なし」（有効回答67社・平均回答数1.5）とした理由は
次頁の通りとなった。

【2024年春 職種・学歴別】新卒採用人数の増減率
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－－調　査　要　領－－

調査時期　　2023年12月上旬～2024年1月中旬
調査方法　　所定の調査票によるアンケート方式
調査対象　　県内民間企業　406社
有効回答　　166社

※2023夏季調査より調査対象企業を、前回までの285社から406社に拡大。
前回調査以前とは母数が異なるため、比較には注意が必要。

5.4

3.6
4.74.7

1.21.22.42.4 2.5

12.2

21.6

67.6

64.9

36.5

27.0

21.6

1.4

4.1

8.1

1.4

1.4

2.2

0 20 40 80 10060
（％）2024年春の採用数増加（含む同数採用）理由　〈複数回答〉

人 手 不 足 の 補 充
中 長 期 的 な 人 材 育 成
退 職 者 の 補 充
営 業・販 売 部 門 の 強 化
技 術・開 発 部 門 の 強 化
既 存 事 業 拡 大
今 後 の 業 況 好 転 見 込 み
現 在 の 業 績 が 向 上
新 事 業 展 開、経 営 多 角 化
新型コロナウイルス感染拡大の影響
良 い 人 材 の 採 用 が 容 易
そ の 他

6.5

6.5

8.7

47.8

41.8

32.6

10.9

8.7

0.0

0.0

30.4

0 40 60 80 10020
（％）2024年春の採用数減少（含む採用なし）理由　〈複数回答〉

人 手 が 不 足 し て い な い
即戦力の中途採用を重視
今 後 の 業 況 見 通 し
現 在 の 業 績 が 不 振
就業者の年齢構成を考慮
契約社員やパート等にシフト
機械化、省力化投資の強化
アウトソーシング化（外部委託）
外 国 人 労 働 者 の 活 用
新型コロナウイルス感染拡大の影響
既 存 事 業 縮 小
そ の 他

141
Number

2024.2.5

2023年冬季ボーナス支給動向

冬季ボーナス伸び率の推移（前年同期比）

支給額1.8％増で3年連続のプラス

公益財団法人
徳島経済研究所

To k u s h i m a  E c o n o m i c  To p i c s

　県内民間企業の2023年冬季ボーナス支給に関するアンケート調査（全産業・企業単純平均、
有効回答150社、平均年齢44.3歳）によれば、平均ボーナス支給額は380,200円で、前年同期
の373,300円に比べ支給額＋6,900円、増減率＋1.8％（前年同調査＋19,500円、＋4.7％）と、昨
冬に比べて伸びは鈍化したものの3年連続でプラスとなった。
　ボーナス支給額の増減を企業割合（社数構成比）で見ると（次頁）、支給額が前年冬季より
増加した企業割合は54.0％と前年比9.6ポイント低下し、逆に減少した企業割合は26.0％と
前年比7.8ポイント上昇した。賃上げの影響でボーナスも増額する動きがあり全体として
は底堅く推移しているが、製造業の増減率が▲2.8%と3年振りにマイナスに転じるなど業
種や企業間で明暗が分かれた。
※2023年夏季調査より調査対象先を拡大。前回以前との比較には注意が必要。

2023年冬季ボーナス支給動向
採用動向（2023－2024）
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